
記入例 事 業 系 廃 棄 物 減 量 化 計 画

名称

所在地

処分量 処分先
再利用量
　　（Ｂ）

処理業者 処分量 処分先
再利用量
　　（Ｂ）

再利用
処理業者

① 新聞 10 10 ㈱○○ 100% 10 10 ㈱○○ 100%

② 雑誌 50 10 ななかﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 40 ㈱○○ 80% 60 10 ななかﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 50 ㈱○○ 83%

③ 段ボール 10 10 ㈱○○ 100% 10 10 ㈱○○ 100%

地上　（階） 2 ④ 機密書類 2 2 ㈱○○ 100% 2 2 ㈱○○ 100%

地下　（階） ⑤ 生ごみ 15 15 ㈱△△ 100% 20 20 ㈱△△ 100%

述べ面積（㎡） 1,500 ⑥ 廃食用油 1 1 □□㈱ 100% 1 1 □□㈱ 100%

⑦ 木くず 1 1 ☆☆㈱ 100% 1 1 ☆☆㈱ 100%

⑧ 可燃ごみ 100 100 ななかﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 90 90 ななかﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

⑨

189 110 79 42% 194 100 94 48%

⑩ 缶 2 2 ○○㈱ 100% 2 2 ○○㈱ 100%

⑪ びん 1 1 ○○㈱ 100% 1 1 ○○㈱ 100%

職員数 120 人 ⑫ ペットボトル 1 1 ○○㈱ 100% 1 1 ○○㈱ 100%

年間訪問者数 6,000 人 ⑬ 蛍光灯 ○○㈱ 1 1 ○○㈱ 100%

事務所（箇所） 2 ⑭ 電池 ○○㈱ 1 1 ○○㈱ 100%

（㎡） 900 ⑮

店舗（箇所） 1 ⑯

（㎡） 400 ⑰

住居（箇所） ⑱

（㎡） ⑲

その他（箇所） ⑳

（㎡） ㉑

供用部分（箇所） 200 4 4 100% 6 6 100%

廃棄物管理責任
者の役職名、氏
名

193 110 83 43% 200 100 100 50%

廃棄物の種類

①～④、⑦、⑧

⑤

⑥

⑩～⑭

(例)
段ボールを通い箱にして発生量を削減する。
機密書類のリサイクルを検討する。

現在の再利用の具体的方法 今後再利用可能な品目及びその方法

(例)
可燃ごみに含まれている雑紙の分別徹底及び生ごみリサ
イクルのための分別徹底を図る必要がある。

(例)
生ごみを再生業者にだし、再利用率を上げることができた。

(例)
再生事業者と再生方法について協議する。
事務所に古紙分別ボックスを設置する。

収集運搬業者名

○○商会

△△㈱

㈱□□

㈲○○

七尾ビル

七尾市袖ケ江町イ部２５番地

前年度実績自己評価

一般廃棄物計

大　規　模　建　築　物

所有者の氏名
（法人にあって
は、名称）

七尾開発株式会社
代表取締役　○○○○

建築物の規模

占有者の指名
（法人にあって
は、名称及び代
表者の氏名）

○○商事（株）
△△銀行七尾支店
レストラン◎◎

廃棄物発生
量　（ｔ/年）
　
　　（Ａ）

建築物の用途

合計

産業廃棄物計

今年度廃棄物収集運搬業者調べ

七尾開発株式会社
総務部長　七尾二郎

再利用率

　（Ｂ/Ａ）

再利用率

　（Ｂ/Ａ）

廃棄物発生
量　（ｔ/年）
　
　　（Ａ）

　　　　年度区分

　種類

Ｒ６ 年度実績報告（ Ｒ６年４月～Ｒ７年３月 ） Ｒ７ 年度計画（ Ｒ７年４月～Ｒ８年３月 ）

廃棄 再利用

処理区分

廃棄 再利用

処理区分


